
��������

平成１６年５月１５日発行

��������	
����������������

��

��
��������

�豊かな森林を次世代へ

…　自然環境保護林条例　…

�国保の届出はおすみですか

�平成１６・１７年度　区長・副区長

�統計は豊かな暮らしの基礎資料

�入学おめでとう　小学１年生

元気に泳げ！
こいのぼり

　滝をのぼる本物のコイのよう
に、男の子が元気に大きくなる
ことを願っての“こいのぼり”。
「わが家に男の子が生まれまし
た。どうぞお守りください」と
天の神様に伝え、 守っていた
だく意味があるとも伝えられて
います。



　

自
然
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
生
き

る
基
盤
で
あ
り
、
生
活
の
た
め
の
資
源

で
あ
り
、
豊
か
な
人
間
性
の
源
で
も
あ

り
ま
す
。

　

山
方
町
は
、
７
割
以
上
を
森
林
が
占

め
る
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。
そ
し
て

私
た
ち
は
古
く
か
ら
森
林
か
ら
の
恩
恵

を
受
け
な
が
ら
生
活
し
て
来
ま
し
た
。

森
林
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
役
立
つ

様
々
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
山
地

か
ら
の
土
砂
流
出
を
防
い
だ
り
、
洪
水

や
渇
水
を
緩
和
し
た
り
、
木
材
を
供
給

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
地
球

温
暖
化
防
止
の
た
め
の
炭
酸
ガ
ス
固
定

の
役
割
や
、
心
を
潤
し
て
く
れ
る
癒
し

の
場
と
し
て
の
役
割
も
森
林
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
森
林
の
持
つ
様
々
な
機

能
を
未
来
に
わ
た
っ
て
保
護
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
も
っ
と
豊
か
な
森
林
を
創

り
あ
げ
、
次
世
代
へ
受
け
渡
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

森
林
を
保
護
す
る
制
度
は
、
中
世
に

さ
か
の
ぼ
り
、
水
源
の
確
保
や
風
景
の

保
護
を
目
的
と
し
た
禁
伐
林
が
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
江

戸
時
代
に
は
、
留
林
、
御
留
山
、
水
止

山
な
ど
、
地
元
の
人
た
ち
が
水
源
を
守

る
た
め
に
、
上
流
の
森
林
の
伐
採
を
禁

止
し
て
荒
廃
を
防
い
だ
例
が
各
地
に
見

ら
れ
ま
し
た
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、

「
関
東
の
嵐
山
」と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て

い
る
「
御
前
山
」
も
江
戸
時
代
に
御
留

山
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
た
山
だ
そ
う

で
す
。
こ
の
よ
う
な
制
度
が
あ
っ
た
こ

２００４．５　広報やまがた （２）

　

将
来
に
わ
た
っ
て
優
良
大
径
木
を
確
保
す
る
た
め
、
自
然
環
境
保
護

林
と
し
て
町
有
林
を
指
定
し
、
森
林
文
化
の
創
造
と
自
然
環
境
保
護
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
山
方
町
自
然
環
境
保
護
林
条
例
」
が
昨
年
９
月

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
に
よ
り
町
で
は
指
定
さ
れ
た
町
有
林

の
主
伐
を
１
０
０
年
の
間
、
禁
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
３
月
に
保
護
林
指
定
の
た
め
環
境
審
議
会
に
よ
る
指
定
林
候
補
地

の
調
査
が
行
わ
れ
、
４
月
か
ら
町
有
林
４
ヵ
所
が
自
然
環
境
保
護
林
と

し
て
指
定
に
な
り
ま
し
た
。
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と
で
、
日
本
の
美
し
い
風
土
が
残
さ
れ

て
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
山
方
町
自
然
環
境
保
護
林
条
例
」で

は
、
一
定
の
区
域
を
指
定
し
、
１
０
０

年
間
は
主
伐
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
森
林
を
保
護
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
現
代
の
「
御
留
山
」
と

し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
か
け
が
い
の
な

い
自
然
財
産
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

　
「
山
方
町
自
然
環
境
保
護
林
条
例
」で

は
、
保
護
林
の
指
定
を
行
う
に
あ
た
っ

て
「
山
方
町
環
境
審
議
会
」（
１
月
に
条

例
で
制
定
）
の
意
見
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
た
め
、
３
月　

日
に
６
名
の
審
議

２７

会
委
員
が
候
補
地
の
調
査
を
行
い
、
４

月
１
日
付
け
で
保
護
林
と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
指
定
さ
れ
た
町
有
林
は
、
舟
生

山
（
舟
生
）、
防
ケ
沢
（
盛
金
）、
鹿
ノ

場
（
長
沢
）、
十
二
所
（
舟
生
）
の
４
ヵ

所
で
、
町
有
林
１
０
２　

の
う
ち
約

ha

４
・
２
６　

に
あ
た
り
ま
す
。

ha

　

ま
た
、
町
で
は
保
護
林
と
し
て
森
林

を
守
っ
て
い
く
ほ
か
、「　

世
紀
の
森
」

２２

整
備
事
業
と
し
て
「
す
こ
や
か
ラ
ン
ド 

�
三
太
の
湯�
」
周
辺
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
オ
オ
サ
カ
ズ
キ
な
ど

の
植
樹
を
行
い
、
豊
か
な
森
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

（３） 広報やまがた　２００４．５

保
護
林
候
補
地
を
調
査
す
る
環
境
審
議
会
の
み
な
さ
ん
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２００４．５　広報やまがた （４）

　

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し

て
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
以
外
は
、
す
べ
て
の
人
が
国
保

に
加
入
し
ま
す
。

　

国
保
の
保
険
証
は
、
国
保
の
被
保

険
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
で
あ

り
、
受
診
券
で
も
あ
り
、
一
人
に
一

枚
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、　

歳
以

７０

上　

歳
未
満
の
人
は
、
高
齢
受
給
者

７５
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
大
切
に
取
り

扱
い
ま
し
ょ
う
。

▼
国
保
で
は
、
大
人
や
子
ど
も
の
区

別
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
被
保
険

者
で
す
。
加
入
は
世
帯
ご
と
で
行

い
、
世
帯
主
が
そ
の
届
け
出
を
し

ま
す
。
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 外国人登録を行っていて、

日本に１年以上滞在する人

退職などにより、職場の健康
保険をやめた人とその家族

パート・アルバイトなどで
職場の健康保険に加入して
いない人

お店を経営している人、農
業・漁業などにたずさわっ
ている人
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１ 国保に加入するとき
手続きに必要なもの

他の市町村の転出証明書、印かん他市町村から転入してきたとき
資格喪失証明書、または離職証明書などの
退職が確認できるもの、印かん職場の健康保険をやめたとき

資格喪失証明書、または被扶養者からはず
れた証明書、印かん

家族の健康保険の被扶養者からはず
れたとき

母子健康手帳、印かん子どもが生まれたとき
保護廃止決定通知書、印かん生活保護を受けなくなったとき
外国人登録証明書外国人が入るとき

手続きに必要なもの

保険証、印かん住所、世帯主、氏名などが変わった
とき

保険証、在学（園）証明書、印かん修学のため、他の市町村に住所を移
したとき

本人であることを証明するもの（使えなく
なった保険証、運転免許証など）、印かん

保険証をなくしたり、汚れて使えな
くなったとき

保険証、年金証書、印かん退職者医療制度に該当したとき

保険証、印かん退職者医療制度に該当しなくなった
とき

３ こんなときも届け出が必要です

手続きに必要なもの
保険証、印かん他の市町村に転出するとき

国保と加入した健康保険の両方の保険証、
印かん

職場の健康保険に入ったとき
家族の健康保険の被扶養者になったとき

保険証、印かん国保の被保険者が死亡したとき
保護開始決定通知書、印かん生活保護を受けるようになったとき
保険証、外国人登録証明書外国人がやめるとき

２ 国保をやめるとき

�加入の届け出が遅れると…

　加入資格が発生した時点までさかの
ぼって国保税を納めなければならなくな
ります。

    
 
　　　　　　　　　　　　

�脱退の届け出が遅れると…

＞保険証が手元にあるため、うっかりそ
れを使って診療を受けてしまう人がい
ます。この場合、国保が負担した医療
費は、あとで返していただくことにな
ります。

＞新たに加入した職場の健康保険などと
国保の両方に国保税を納めてしまうこ
とになります。

６月５月４月３月２月１月

※１月に資格が発生して、６月に届け出を行っ
た場合

資格発生 届け出

１月までさかのぼって国保税を納める
ことになります
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（５） 広報やまがた　２００４．５

　

平
成　

年
度
の
区
長
連
絡
協
議
会
総
会

１６

が
４
月　

日
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
事
業

２２

計
画
、
予
算
の
審
議
な
ど
の
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
役
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
新
会
長
・

副
会
長
に
は
次
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。 

（
敬
称
略
）

▼
会　

長　

小
野
瀬
洸
三
（
小
貫
区
長
）

▼
副
会
長　

野
口　

三
郎（
山
方
第
二
区
長
）

▼
副
会
長　

木
村　
　

友（
山
方
第
五
区
長
）

▼
副
会
長　

金
子　
　

仁（
長
田
上
区
長
）
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大
字
山
方
在
住
、
昭
和　

年
生
ま

60

れ
の
Ｉ
Ｍ
さ
ん
か
ら
、「
毎
月
『
あ 

な
た
の
声　

』
を
読
む
の
が
楽
し
み

21

で
す
」
と
い
う
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
正
直
、　

代
の
方

10

が『
広
報
や
ま
が
た
』
だ
け
で
な
く 

本
欄
に
も
目
を
通
し
て
く
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
感
謝
感
激
で
す
。

　

小
雨
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
最

終
日
、
こ
の
原
稿
を
役
場
の
町
長
室

で
書
い
て
い
ま
す
。
窓
越
し
の
新
緑

が
疲
れ
た
頭
と
眼
を
癒
し
て
く
れ
ま

す
。
よ
く
見
る
と
、
新
芽
の
色
も
じ

つ
に
濃
淡
多
彩
。
競
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
人
に 
喩 
え

た
と

る
と
多
士
済
々
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
紅
葉
の
秋
も
い
い
で
す
が
、
若

葉
の
色
香
が
何
と
も
い
え
ま
せ
ん
。

  
「
五
月
こ
そ
世
に
知
ら
ず
な
ま
め

�
�
�

か
し
き

�
�
�

も
の
な
り
」（
圏
点
は
私
） 

と
断
言
し
た
の
は
清
少
納
言
で
す
。

　

南
付
き
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
る
と
、右

手
に 
瀟 

し
ょ
う 

洒 
な
山
方
町
商
工
会
館
が
見

し
ゃ

え
ま
す
。
町
指
定
有
形
文
化
財
の 

「
五
輪
塔
」
と
、
高
さ
４
メ
ー
ト
ル 

ほ
ど
の
「
招
魂
碑
」
も
見
え
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
右
奥

に
大
串
無
事
衛
門
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

風
格
あ
る
高
さ
１
メ
ー
ト
ル
余
り
の

自
然
石
に
、「
安
節
孝
順
居
士
」
と 

刻
ま
れ
た
の
が
読
め
る
は
ず
で
す
。

　

招
魂
碑
は
、日
露
戦
争
で
戦
病
死
し

た
軍
人
軍
属
を
祀
る
忠
魂
碑
で
、
有

名
な
乃
木
希
典
将
軍
が
題
字
を
書
き
、

当
時
の
根
本
正
之
助
村
長
が
明
治　
41

年
、
常
安
寺
境
内
に
建
立
し
た
も
の

で
す
。『
山
方
町
誌
』
に
よ
れ
ば
、 

町
内
か
ら
百　

人
が
出
征
し
、　

人
が

63

22

戦
病
死
し
ま
し
た
。
激
戦
の
ほ
ど
が

偲
ば
れ
ま
す
。　

　

そ
れ
ら
石
塔
石
碑
を
包
む
よ
う
に

欅
、
樫
、
杉
、
柚
な
ど
の
古
木
が
繁

り
、
陰
に
は
遅
咲
き
の
藪
椿
が
薄
い

ピ
ン
ク
の
花
を
付
け
て
い
ま
す
。

　

役
場
や
商
工
会
に
お
越
し
の
際
、

と
き
に
は
郷
土
の
先
人
た
ち
を
偲
ん

で
、
周
辺
の
ミ
ニ
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を

散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
し
、
常
安
寺
の
ご
住
職
か
ら

石
碑
に 
纏 
わ
る
お
話
な
ど
が
聞
け
る

ま
つ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

　

ま
も
な
く
５
月　

日
。
こ
の
日
は

27

日
本
海
海
戦
完
勝
記
念
日
で
す
。

��������������	
���
�

区
長
連
絡
協
議
会
長
に
選
任
さ
れ
た

小
貫
区
長
の
小
野
瀬
洸
三
氏
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２００４．５　広報やまがた （６）

　

私
た
ち
は
、
も
の
ご
と
を
判
断
す

る
と
き
、何
か
計
画
を
立
て
る
と
き
、

何
か
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
関
連
す

る
統
計
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
利
用
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
統
計
は
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
広
く
、
深
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
生
活

す
る
う
え
で
満
足

で
き
る
生
活
環
境

と
は
、
自
然
・
人

口
・
産
業
・
財
政
・

社
会
保
障
・
教
育

な
ど
が
、
調
和
を

保
ち
な
が
ら
一
定

の
水
準
に
あ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

国
勢
調
査
を
は
じ

め
各
種
統
計
調
査

の
調
査
結
果
は
、

国
や
地
方
公
共
団

体
の
各
種
行
政
施

設
の
企
画
・
立
案

に
用
い
ら
れ
る
の

は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
各
方
面
に
お

い
て
様
々
な
分
野

で
活
用
さ
れ
、
地

域
の
生
活
環
境
な
ど
を
整
備
し
て
い

く
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

国
や
地
方
自
治
体
が
実
施
す
る
各

種
統
計
調
査
で
は
、
適
正
で
正
確
な

調
査
を
行
い
、
ま
た
、
調
査
対
象
の

秘
密
を
守
り
、
市
民
の
方
々
か
ら
信

頼
さ
れ
る
調
査
を
行
う
た
め
、「
統
計

法
」
と
「
統
計
報
告
調
整
法
」
と
い

う
法
律
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
民
間
の
調
査
機
関
や
業
界
団

体
が
行
う
世
論
調
査
や
各
種
調
査
と

は
違
い
、
法
律
に
よ
っ
て
細
か
く
規

定
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
施
策
立
案
な
ど
に
利
用
さ
れ

る
非
常
に
重
要
な
資
料
で
す
。
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（７） 広報やまがた　２００４．５
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※この統計資料は、平成15年末で最新の統計データ、または平成12年国勢調査・農業センサスを基に算出しています。

引　越

�����

���������	

������

��������	

����������

��������	

　毎日のトレーニングが勝利への近道であるように、これ
らの調査の結果が活力ある日本経済をつくります。６月１
日、全国のすべての事業所を対象に、あしたの日本経済の
ための行政施策立案の基礎となる三つの調査を同時に実施
します。調査票は一枚なので、記入は一度で済みます。是
非、ご協力をお願いします。
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２００４２００４．．５５　広報やまがた広報やまがた （８）（８）
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皆
さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。秘

書
課

 

秘
書
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新
聞
社



（９） 広報やまがた　２００４．５

木
村　
 
純 

じ
ゅ
ん 
平 
（
大
字
舟
生
）

ぺ
い

中
島　
 
健  
吾 
（
大
字
山
方
）

け
ん 
ご

皆
川　
 
堅  
哉 
（
大
字
山
方
）

け
ん 
や

小
野
瀬 
明  
梨 
（
大
字
盛
金
）

あ
か 
り

細
貝　
 
凪  
沙 
（
大
字
山
方
）

な
ぎ 
さ

根
本　
 
保  
彦 
（
大
字
山
方
）

や
す 
ひ
こ

青
砥
さ
く
ら
（
大
字
盛
金
）

茅
根　
 
健  
渡 
（
大
字
山
方
）

け
ん 
と

小
森
あ
か
ね
（
大
字
山
方
）

木
村　
 
莉  
子 
（
大
字
舟
生
）

り 

こ

木
口
あ
か
り
（
大
字
山
方
）

吉
川　
 
奈  
菜 
（
大
字
山
方
）

な 

な

�
村　
 
翔 

し
ょ
う 

平 
（
大
字
山
方
）

へ
い

平
塚　
 
璃  
矩 
（
大
字
西
野
内
）

り 

く

三
次　
 
彩  
華 
（
大
字
山
方
）

さ
い 
か

大
薗　
 
涼 

り
ょ
う 
太 
（
大
字
山
方
）

た

木
島　
 
彩  
希 
（
大
字
山
方
）

さ 

き

小
林　
 
愛  
実 
（
大
字
山
方
）

ま
な 
み

小
野�
 
篤  
美 
（
大
字
山
方
）

あ
つ 
み

大
越
く
る
み
（
大
字
山
方
）

細
貝　
 
俊 

し
ゅ
ん 
太 
（
大
字
西
野
内
）

た

大
森　
 
千  
聖 
（
大
字
久
隆
）

ち 
さ
と

直
井　
 
颯  
汰 
（
大
字
山
方
）

そ
う 
た

清
水 
祐  
紀  
菜 
（
大
字
山
方
）

ゆ 

き 

な

藤
田　
 
雪  
奈 
（
大
字
山
方
）

ゆ
き 
な

細
貝 
亜  
幸  
加 
（
大
字
山
方
）

あ 

さ 

か

中
島　
 
隆  
也 
（
大
字
諸
沢
）

た
か 
や

小
野�
 
柊 

し
ゅ
う 
子 
（
大
字
盛
金
）

こ

木
村　
 
槙  
吾 
（
大
字
西
野
内
）

し
ん 
ご

高
宮　
 
素  
直 
（
大
字
山
方
）

も
と 
な
お

小
野
瀬　
 
紗 
（
大
字
山
方
）

す
ず

�
須　
 
拓  
実 
（
大
字
野
上
）

た
く 
み

木
村　
 
美  
香 
（
大
字
野
上
）

み 

か

�
池　
 
彩  
伽 
（
大
字
野
上
）

あ
や 
か

小
林　
　
 
司 
（
大
字
照
山
）

つ
か
さ

木
村　
 
瑞  
希 
（
大
字
照
田
）

み
ず 
き

鳥�
　

も
も
（
大
字
野
上
）

小
森 
麻  
耶  
香 
（
大
字
野
上
）

ま 

や 

か

�
池　
 
圭  
惟 
（
大
字
照
田
）

け 

い

金
子　
 
敦  
也 
（
大
字
長
田
）

あ
つ 
や

菊
池　
 
咲  
季 
（
大
字
野
上
）

さ 

き

佐
藤　
 
彩  
菜 
（
大
字
長
田
）

あ
や 
な

藤
来　
 
彩  
花 
（
大
字
長
沢
）

あ
や 
か

金
子　
 
千  
晶 
（
大
字
長
田
）

ち 
あ
き

沼
田　
 
郁  
実 
（
大
字
長
田
）

い
く 
み

黒
川　
 
賢  
二 
（
大
字
照
田
）

け
ん 
じ

鈴
木
く
る
み
（
大
字
野
上
）

後
藤　
 
雅  
志 
（
大
字
野
上
）

ま
さ 
し

新
木　
 
香  
穂 
（
大
字
野
上
）

か 

ほ

白
田　
 
純 

じ
ゅ
ん 

也 
（
大
字
野
上
）

や

小
森　
 
友  
姫 
（
大
字
野
上
）

ゆ 

き

関　
 
菜  
 々 
子 
（
大
字
野
上
）

な 

な 

こ

渡�
　
 
匡  
士 
（
大
字
照
山
）

ま
さ 
し

長
岡　
 
聖  
弥 
（
大
字
小
貫
）

せ
い 
や

君
島　
　
 
和 
（
大
字
野
上
）

い
ず
み

木
村　
 
健  
宏 
（
大
字
小
貫
）

た
け 
ひ
ろ

水
谷　
 
淳  
哉 
（
大
字
野
上
）

あ
つ 
や

鈴
木　
 
紘  
亮 
（
大
字
照
山
）

こ
う 
す
け

（
敬
称
略
・
生
年
月
日
順
）
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２００４２００４．．５５　広報やまがた広報やまがた （１０）（１０）
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取
り
立
て
、
夫
婦
・
親
子
な
ど
家

庭
内
の
問
題
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ

ル
、
セ
ク
ハ
ラ
、
子
ど
も
の
い
じ

め
、
Ｄ
Ｖ
問
題
な
ど

●
料
金　

無
料

●
問
合
せ
先

　

水
戸
地
方
法
務
局
太
田
支
局

　
�
０
２
９
４
（　

）
０
２
２
１

７３

　

な
お
、
法
務
局
で
は
、
平
日
の
勤

務
時
間
中
、
い
つ
で
も
窓
口
及
び
電

話
に
よ
り
前
記
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
が
、
６
月
は
特
に
１
日（
火
）か

ら　

日（
木
）ま
で
の
間
、
平
日
午
後

３０
５
時
か
ら
６
時
ま
で
、
次
の
電
話
番

号
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼�
０
２
９
（
２
２
７
）
９
９
２
０

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚

な
ど
に
よ
り
父
親
と
生
計
を
と
も
に

あ
き
ら
か
で
な
い
児
童

※
「
児
童
」
と
は　

歳
に
達
す
る
日

１８

以
後
、
最
初
の
３
月　

日
ま
で
を
い

３１

い
ま
す
。
ま
た
、
心
身
に
お
お
む
ね

中
度
以
上
の
障
害
（
特
別
児
童
扶
養

手
当
２
級
と
同
じ
程
度
以
上
の
障

害
）
が
あ
る
場
合
は
、　

歳
未
満
ま

２０

で
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い

場
合

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
手
当
を
受

け
る
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
児
童
や
手
当
を
受
け
よ
う
と

す
る
母
ま
た
は
養
育
者
が
、
公
的
年

金
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）
や
労

働
基
準
法
等
に
基
づ
く
遺
族
補
償
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
▼
児
童

が
里
親
に
委
託
さ
れ
た
り
、
児
童
福

祉
施
設
等
（
通
園
施
設
は
除
く
）
に

入
所
し
て
い
る
と
き
▼
児
童
が
、
障

害
を
有
す
る
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的

年
金
の
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

と
き
▼
児
童
や
、
母
ま
た
は
養
育
者

が
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

▼
母
が
婚
姻
し
て
い
る
と
き
（
婚
姻

の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚

姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
き

を
含
む
）
▼
児
童
が
父
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
る
と
き
▼
平
成　

年
４

１０

月
１
日
以
前
に
支
給
事
由
が
発
生
し

て
い
る
と
き
（
５
年
時
効
）

◆
児
童
扶
養
手
当
の
額
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し
て
い
な
い
児
童
の
母
親
、
あ
る
い

は
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
対
し
、
児
童
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

◆
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
方

　

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
「
児

童
」
を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は

母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
（
養
育
者
）
が
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
▼
父
が

死
亡
し
た
児
童
▼
父
が
重
度
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
児
童
▼
父
の
生
死
が

明
ら
か
で
な
い
児
童
▼
父
に
１
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童
▼
父
が
引

き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

児
童
▼
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童
▼
上
記
以
外
で
父
母
が

★★★今月の納期★★★

５月３１日（月）
●軽自動車税
●国民健康保険税（１期）
●介護保険料（１期）
●水道使用料

水
戸
地
方
法
務
局
太
田
支
局

太
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　

登
記
、
供
託
、
戸
籍
・
国
籍
、
人

権
擁
護
な
ど
、
法
務
局
の
取
り
扱
う

業
務
全
般
に
つ
い
て
法
務
局
職
員
及

び
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

●
日
時　

平
成　

年
６
月
６
日（
日
）

１６

　

午
前　

時
か
ら
午
後
４
時

１０

●
場
所　

那
珂
郡
大
宮
町
４
０
０
番

地
２　

お
お
み
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
相
談
内
容　

境
界
争
い
、
相
続
・

贈
与
・
売
買
な
ど
の
登
記
手
続
、

抵
当
権
の
抹
消
手
続
、
地
代
家
賃

の
供
託
手
続
、
戸
籍
の
届
出
方

法
、
成
年
後
見
制
度
、
サ
ラ
金
の
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一 部 支 給全 部 支 給対象児童

月額　４１，９９０円
～９，９１０円

月額　４２，０００円１人

月額　４６，９９０円
～１４，９１０円

月額　４７，０００円２人

月額　４９，９９０円
～１７，９１０円

月額　５０，０００円３人

　

対
象
児
童
が
４
人
以
上
の
と
き

は
、
１
人
増
え
る
ご
と
に
３
、
０
０

０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
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（１１） 広報やまがた　２００４．５

��������	����������	��
　

平
成　

年
６
月
か
ら
関
東
信
越
国

１６

税
局
管
内
の
税
務
署
で
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
ま

す
。

　

自
宅
や
事
務
所
に
い
な
が
ら
に
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
、
申
告
や
納
税
が
で
き
る
も
の
で

す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
に
必
要
な
開
始
届
出
書
の

受
付
は
、
平
成　

年
４
月
１
日（
木
）

１６

か
ら
税
務
署
で
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

く
わ
し
く
は
、「
e－

T
a
x
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
や
税
務
署
の
窓
口
で
配

布
し
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
電
話
に
よ
り
質
問
を

受
け
付
け
る
「
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」
ま

た
は
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
e－

T
a
x
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp:w

w
w
.e-tax.nta.go.jp

▼「
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」

�
（
０
５
７
０
）
０
１
５
９
０
１

（
市
内
通
話
料
金
で
通
話
で
き
ま

す
。）

▼
太
田
税
務
署

　
�
０
２
９
４
（　

）
２
１
７
１

７２

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の

登
録
名
義
人
で
あ
る
所
有
者
に
対
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
５
月　
３１

日（
月
）が
自
動
車
税
の
納
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
。
納
税
通
知
書
が
届

き
ま
し
た
ら
近
く
の
金
融
機
関
・
郵

便
局
な
ど
で
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

常
陸
太
田
県
税
事

務
所
課
税
第
二
課

　
�
０
２
９
４
（　

）
３
３
１
２

８０

　
（
財
）
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興

機
構
で
は
、
誰
で
も
簡
単
に
自
家
製

の
美
味
し
い
そ
ば
と
そ
ば
打
ち
の
面

白
さ
が
味
わ
え
る
よ
う
、
初
心
者
を

対
象
に
「
そ
ば
打
ち
入
門
講
座
」
を

開
講
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
参
加
さ
れ
る
場
合
に
は
、

電
話
で
（
財
）
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と

振
興
機
構
ま
で
申
し
込
み
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
１
ケ
月
前
か
ら
お
受
け

致
し
ま
す
。

●
開
講
日
時　
　

６
／　

（
水
）・

１６

６
／　

（
土
）・
７
／　

（
水
）・

１９

１４

７
／　

（
土
）・
８
／　

（
水
）・

１７

１８
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�
�
�
�
�

８
／　

（
土
）・
９
／　

（
水
）・

２１

１５

９
／　

（
土
）

１８

�
水
曜
日
は
、
午
前
の
部　

時
〜
、

１０

午
後
の
部　

時
〜

１３

�
土
曜
日
は
、
午
後
の
部
の
み　

時
〜

１３

�
２
時
間
程
度

●
場
所　
（
財
）
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ

と
振
興
機
構
２
階
会
議
室
（
常
陸

太
田
市
木
崎
二
町
９
３
７
‐　

）
１０

●
募
集
人
員　

各
日
と
も
申
し
込
み

先
着
順
に
９
台
分
（
１
台
を
２
人

で
使
用
可
）

●
会
費　

１
台　

２
、
５
０
０
円

（
材
料
、
そ
ば
打
ち
道
具
一
式
は
、

当
方
で
用
意
）

●
内
容　

模
範
そ
ば
打
ち
・
そ
ば
打

ち
実
演
と
解
説
・
そ
ば
打
ち
講

習
・
そ
ば
打
ち
の
個
別
指
導

●
連
絡
先

　
�
０
２
９
４
（　

）
２
２
６
６

７２
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合

計

助　手　席運　転　席時

間 着用
率

着用
者数台数着用

率
着用
者数台数

９０．８８６．５３２３７９１．５２１５２３５
７時
～
８時

調査日：平成１６年４月２３日（金） 場所：山方宿駅前
（単位：台、％）



２００４２００４．．５５　広報やまがた広報やまがた （１２）（１２）
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保健福祉課　�５７－６８１２

　ストレス社会といわれる現代社会の中で、心を病む人が多くなってきています。

　心の病気にはいろいろな病気がありますが、最近、急増しているのは、「うつ病」です。その原因は

仕事上の問題やリストラ、近親者の死、結婚、子育てなど、人間関係や環境に変化が生じた時に起こ

りやすく、誰でもかかる可能性があるものです。また、最近では「気分障害」とも呼ばれていて、「気

分の落ち込み」、「憂うつ」、「悲しい」、「つまらない」などの沈んだ感情がいつまでも続き、やがて気

力や活力も失われて、元のように行動できない状態になる病気です。

●初期症状
「睡眠障害」：寝つきが悪い、夜中や早朝に目が覚める。
「食欲低下」：食べる量が減る、味がしない、おいしくない。
「意欲低下」：何をしても楽しくない、興味がもてない、やる気が出ない。

●「うつ病」と疑われる場合は、次のことに心がけてください。
①専門医の診察を受ける

　有効な治療法が確立されており、早期に発見されて適切な治療を受ければ大部分が改善します

ので、上のような初期症状に気づいたら、早めに精神科・精神神経内科などの専門医に相談する

ことが大切です。しかし、現実には、「うつ病」にかかった人のうち、ごく一部しか医療機関に受

診していないのが現状です。

　②休養をとる

　家族や周囲の人達が本人のつらい状態を理解し仕事や家事・学業から離れ、あせらず、ゆっく

りと休むことのできる環境をつくってあげる事が大切です。「心の持ちようだから頑張れ」など励

ましたり、気分転換にとスポーツや旅行に誘ってみたりするのは逆効果です。

　③自殺願望を早期に発見する

　自殺を図ろうとする人は、事前に何らかのサインを見逃さないことが大切です。自殺は、発病

の初期や回復期に多いといわれます。「うつ病」を早期発見し、適切な治療を受けることが自殺予

防の第一歩です。
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＊心の相談事業＊
保健福祉課では、毎月１回の町保健師による相談に加え、平成16年度は、精神

科医師（９月・２月）・精神保健福祉士（６月・12月）の相談を実施予定です。

詳しい問い合わせは、保健福祉課保健衛生係（�57－6812）まで連絡下さい。



（１３） 広報やまがた　２００４．５

Smith： Mr. Kimura, I want to go to Kyoto with friends 
during the spring break.

 Could you recommend a cheap hotel?
木村さん。春休みに友達と京都に行きたいんです
が、安いホテルはありませんか。

Kimura： How many days?
  何日ぐらいの予定ですか。
Smith： About three days.
 ３日ぐらいです。
Kimura： In that case, I think Toyoto Inn is good.

それなら、トヨトホテルがいいと思います。
Smith： How can I get there?
 どうやって行くんですか。
Kimura： You can go by JR, but if you take a night bus, you 

arrive early in the morning. It is more convenient.
ＪＲでも行けますが、夜行バスなら朝着きますか
ら便利です。

Smith： Which way is cheaper?
 どちらが安いんですか。
Kimura： I'm not sure, If you go to a travel agency, you 

can get more detailed information.
さあ…。旅行社へ行けばもっとくわしいことがわ
かります。

Smith： I see. Thank you very much.
 そうですか。どうもありがとうございました。

             Take a Trip　旅行をします

玉葱の和風サラダ
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以
前
商
い
に
携
わ
っ
た
家
の
方
々
か
ら
多
く
の
棹
秤
（
さ
お
ば
か
り
）、
天
秤

（
て
ん
び
ん
）
が
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
は
計
量
器
と
総
称
さ
れ
ま
す
が
、
度

量
衡
器
と
言
う
言
葉
も
最
近
ま
で
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
度
は
長
さ
を
計
り
「
も

の
さ
し
」、
量
は
体
積
量
を
計
る
「
升
＝
枡
」、
衡
が
重
さ
の
「
は
か
り
」
で
す
。

日
本
古
来
の
尺
貫
法
の
廃
止
施
行（
昭
和　

年
）で
貫
匁
が
商
用
で
使
え
な
く
な
っ

３４

て
久
し
く
な
り
ま
す
が
、
大
き
い
方
の
天
秤
（
写
真
）
に
は
グ
ラ
ム
と
匁
が
併
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
貫
が
３
・　
 
㎏
と
決
め
ら
れ
た
の
が
明
治　

年
で
、
秤
（
分

７５

２４

銅
も
）
は
江
戸
時
代
か
ら
東
西
の
秤
座
で
管
理
、
そ
の
守
随
家
の
天
秤
は
戦
後
ま

で
も
秤
の
代
名
詞
で
し
た
。
近
年
商
店
の
店
頭
で
使
わ
れ
て
い
た
の
は
バ
ネ
式
の

秤
で
、
正
確
さ
の
求
め
ら
れ
る
商
用
の
秤
で
は
現
在
も
計
量
器
検
査
の
義
務
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

今
で
も
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
物
を
運
ぶ
の
に
天
秤
棒
で
担
い
で
い
る
風

景
を
目
に
し
ま
す
が
、
秤
の
原
点
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
秤
は
古
代
か
ら
で
、
エ

ジ
プ
ト
王
の
ミ
イ
ラ
墓
室
に
は
天
秤
が
描
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
（
神
が
死
者
の

生
前
の
事
を
計
る
た
め
）。
天
秤
に
掛
け

る
、
両
天
秤
な
ど
は
良
い
意
味
で
は
な
い

の
で
す
が
「
は
か
り
」
は
古
来
か
ら
生
活

道
具
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
取
引
道
具
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

は
か
り
（
計
・
量
・
測
）
①

★ビタミンＢ１の吸収を助ける刺激成分「硫化アリル」
が疲労回復やイライラを防ぎ、不眠や精神の不安定
を解消する。
★血液サラサラ効果、コレステロールを抑え、糖尿病
や高血圧、動脈硬化を予防する。

【材　料】（１人分） 《１人分６８キロカロリー》
玉葱  ……１個（２５０ｇ位）
ピーマン ……………１個
削り節 ………………５ｇ

Ａ

【作り方】
①玉葱は、縦半分に切り、薄く切って水にさらし、水気を
切る。
②ピーマンは、半分に切って種を除き、千切りにする。
③玉葱、ピーマンを混ぜ合わせて器に盛り、削り節をのせ
て、よく混ぜたドレッシングをかける。
※玉葱を水にさらすのは、２～３分とする。（さらしすぎる
とうまみも硫化アリルも溶け出してしまう。）
※材料には、いろいろな野菜や海藻を入れたりしてもよい。
また、ドレッシングにレモンなどの果汁や梅酢など加え
るとさらに健康的。

台秤
オノセダイコク㈱所有

天秤（台秤）バネ式
家庭用上皿秤
【寄贈者】

菊池藤司氏（西野内）
故・木村博氏（舟生）

ドレッシング
酢  ………………大さじ１・１／２
サラダ油 ……………大さじ２
塩  …………………小さじ１／５
しょうゆ ……………小さじ２（

����������	
�����
���������	


��������	
		�	�����
たま ねぎ

棹（竿）秤
【寄贈者】
小野瀬洸三氏
（小貫）
大高　通氏
（西野内）
金子理一郎氏
（西野内）
故・木村清氏
（舟生）

細貝仁太郎氏
（西野内）



２００４２００４．．５５　広報やまがた広報やまがた （１４）（１４）
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三  
太 
が 
諸  
沢 
と 
北  
富  
田 
と
の
境

さ
ん 
た 

も
ろ 
ざ
わ 

き
た 
と
み 
た

   

に

さ
か
い

あ
る 
山 
、
通
   

称

や
ま 

つ
う
し
ょ
う

   

「 
有  
蓋  
山 
」
の 
上 
か
ら
、

ゆ
う 
げ 
や
ま 

う
え

 
大 
き
い 
岩 
を 
投 
げ
た
と
こ
ろ
が
、

お
お 

い
わ 

な

 
鏡 
き
ょ
う 

泉 せん

 
院 
の 
近 
く
の 
諸  
沢  
川 
に 
落 
ち
ま
し
た
。

い
ん 

ち
か 

も
ろ 
ざ
わ 
が
わ 

お

そ
の 
岩 
は
、 
不  
思  
議 
な
こ
と
に
、 
年 
に

い
わ 

ふ 

し 

ぎ 

ね
ん

 
三  
寸 
（ 
約  
十 
セ
ン
チ
）　

ほ
ど 
川  
上 
へ

さ
ん 
ず
ん 

や
く 
じ
っ 

か
わ 
か
み

 
川  
上 
へ
と
の
ぼ
っ
て
い
く
と
い
わ
れ

か
わ 
か
み

ま
し
た
。 
里  
人 
た
ち
は
「
そ
の 
岩 
の 
下 

さ
と 
び
と 

い
わ 

し
た

に 
大 
き
い
鰻

お
お

う
な
ぎ

   

が
い
て 
岩 
を 
動 
か
す
の

い
わ 

う
ご

だ
」
と 
信 
じ
て
、
そ
の 
岩 
の 
上 
に
三
か

し
ん 

い
わ 

う
え

所
   
し
ょ

の 
穴 
を
あ
け
、 
護  
符 
を
た
て
て 
祈 
り

あ
な 

ご 

ふ 

い
の

ま
し
た
。こ
れ
は
、 近 
く
の
山
   

頂

ち
か 

さ
ん
ち
ょ
う

   

に 
愛
宕 
あ
た
ご

 
神  
社 
が
ま
つ
ら
れ
、
そ
の 
石  
段 
が
あ
ま

じ
ん 
じ
ゃ 

い
し 
だ
ん

り
に
も
急
き
ゅ
う

   
 
勾  
配 
な
の
で
、
女

こ
う 
ば
い

お
ん
な

   

や 
老  
人 

ろ
う 
じ
ん

は
、 
神  
社 
に
お 
詣 
り
す
る
の
が 
大  
変 
な

じ
ん 
じ
ゃ 

ま
い 

た
い 
へ
ん

の
で
、 
三  
太 
が 
投 
げ
お
ろ
し
た 
岩 
に 
御 

さ
ん 
た 

な 

い
わ 

ご

 
幣  
札 
を
た
て
る
な
ら
わ
し
に
な
っ
た

へ
い 
ふ
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 
重 
さ
は
五
ト
ン

お
も

以
   

上
い
じ
ょ
う

   

も
あ
ろ
う 
岩 
で
、 
平  
成 
の
は
じ
め

い
わ 

へ
い 
せ
い

ご
ろ
ま
で
は 
著  
者 
も 
目  
撃 
し
ま
し
た

ち
ょ 
し
ゃ 

も
く 
げ
き

が
、 
今 
で
は
そ
の
姿

い
ま

   

は
み
ら
れ
な
く

す
が
た

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昭
し
ょ
う

   
 
和 
の 
中 
ご

わ 

な
か

ろ
ま
で
は
、 
近 
く
の
鰻

ち
か

う
な
ぎ

   
 
釣 
り
の 
名  
人 
と

づ 

め
い 
じ
ん

い
わ
れ
た 
方 
が
、
そ
の 
御  
幣  
岩 
の 
下 

か
た 

ご 
へ
い 
い
わ 

し
た

で
、 
穴  
釣 
り
の 
漁  
法 
で
、
い
つ
も
三
、

あ
な 
づ 

ぎ
ょ 
ほ
う

四 
匹 
を 
釣 
り 
出 
し
た 
事  
実 
も
あ
り
ま
し

ひ
き 

つ 

だ 

じ 
じ
つ

た
。 
実 
に 
謎 
を 
秘 
め
た 
岩 
で
し
た
。

じ
つ 

な
ぞ 

ひ 

い
わ

文
・
堀
江
文
男
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「
緑
の
ふ
る
さ

と
協
力
隊
」と
は
、

地
球
緑
化
セ
ン

タ
ー
が
山
村
で
の

生
活
体
験
を
希
望

第１１期
緑のふるさと協力隊

 鶴  田 　 秀 和    さん
つる た ひで かず

す
る
人
た
ち
を
募
集
し
て
、
町

お
こ
し
活
動
を
す
る
た
め
に
地

方
自
治
体
に
派
遣
し
て
い
る
事

業
で
す
。

　

今
年
度
も
町
に
第　

期
緑
の

１１

ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
鶴
田
秀
和

さ
ん
が
派
遣
さ
れ
、
４
月
か
ら

１
年
間
の
予
定
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
鶴
田
さ
ん
に
町
の
印
象

な
ど
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。
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（１５） 広報やまがた　２００４．５

（１４８）

御配賦諸御用人足留帳　④

山
方
町
俳
句
ク
ラ
ブ

＜写真と文・金子理一郎＞

（前月比）

（　－７　）

（ －１５ ）

（　－１９　）

（　＋４　）

平成1 6年 ４ 月 １ 日現在

世帯数　　２，７４２戸

人　口　　８，０２２人

　男　　　３，９２０人

　女　　　４，１０２人

面　積　　８４．０６�

戸 籍 の 窓

まちのすがた �
�
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��
�
�	
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（
先
月
よ
り
続
く
）

昨
日
詰
合
布
衣
以
上
の
面
々
、
於　
芙
蓉
間　
皆
席
御

老
中
板
倉
周
防
守
殿
演
達
、
兵
備
の
儀
ニ
付
て
は

度
々
申
出
置
候
。
一
同
無　
油
断　
義
ニ
ハ
候
得
共
、

尚
此
度
聖
諭
の
趣
有　
之
候
間
此
上
一
際
行
届
候
様

致
度
、
就
て
ハ
日
用
不
可
欠
品
ニ
て
も
、
銅
鉄
器
物

以
来
相
廃
シ
、
手
元
〔　
　
　
　

〕
付
速
ニ
〔　
　

　
　

〕
山
紅
葉
山
等
の
燈
ろ
ふ
其
外
迄
も
、
銅
鉄
器

物
の
分
ハ
追
々
砲
器
ニ
鋳
換
候
様
可
致
候
。
一
同
格

別
□
発
い
た
し
兵
備
行
届
候
様
可
致
候
。

１　

詰
合　

共
に
同
じ
場
所
に
詰
め
る
人
。

２　

布
衣　

ふ
い　

ほ
い　

布
（
絹
以
外
の
楮
や
麻

な
ど
植
物
性
繊
維
の
織
物
）
の
衣
。
古
代
で
は

絹
は
上
流
の
者
が
用
い
、
庶
民
は
布
を
用
い
た
。

　

江
戸
時
代
六
位
以
下
の
者
が
着
用
し
た
無
紋

の 
狩  
衣 
を
い
い
、
こ
の
こ
と
か
ら
六
位
の
者
を

か
り 
ぎ
ぬ

布
衣
と
い
っ
た
。

３　

老
中　

江
戸
幕
府
の
職
名
。
幕
政
を
総
括
し
た
。

定
員
四
ま
た
は
五
名
。
月
番
で
交
替
勤
務
。
二

万
五
千
名
以
上
の
譜
代
大
名
か
ら
任
ぜ
ら
れ
た
。

４　

板
倉
周
防
守　

備
中
（
岡
山
県
）
松
山
藩
主　

板
倉
勝
靜
。
五
万
石
。

５　

聖
諭　

せ
い
ゆ
。
天
子
勅
諭
。
こ
こ
で
は
攘
夷

鎖
港
の
み
こ
と
の
り
。

６　

紅
葉
山　

江
戸
城
内
に
あ
る
。
こ
こ
に
紅
葉
山

文
庫
が
あ
っ
た
。

７　

燈
ろ
ふ　

燈
籠
。

８　
〔　
　
　

〕　

原
文
破
損
の
た
め
解
読
不
能
の
部

分
で
、
字
数
も
不
明
で
あ
る
。

おめでとうございます
　　　　　　　　（４月届出分）
　集　落　名　　　氏　名　　保護者
元 上 町（山方）　 川  口 　 奈  々  　信　彦

かわ ぐち な な

下　　台（舟生）　 保  坂 　 千  聖 　和　紀
ほ さか ち さと

サンコーポラス（山方）　 小  松 　 快  斗 　隆　司
こ まつ かい と

芝　　後（山方）　 清  水 　 遥  翔 　英　俊
し みず はる と

����������������

ご冥福をお祈りします
　　　　　　　　（４月届出分）
　集　落　名　　　　氏　名　　年齢
下 ノ 坪（舟　生）　�池　一男　８４歳
上　　山（諸　沢）　堀江　一晏　６３歳
宝　　明（諸　沢）　中郡ユウノ　８２歳
松 ケ 下（諸　沢）　駒田　安二　９２歳
元 倉 前（野　上）　坪井　幸一　４３歳
岡　　坪（舟　生）　木村　　博　９０歳
笹　　山（北富田）　細貝　常雄　８９歳
駒 形 平（山　方）　内田クニエ　８９歳
上　　町（野　上）　細貝　ミヨ　９７歳

１

二

２

３

一

４

二

一

５

レ
８

６

７
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
「
わ
た
し
の
作
品
」（
絵
画
・
写
真
・
書
・

そ
の
他
）、「
わ
が
家
の
わ
ん
ぱ
く
」（
概
ね
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
秘
書
課
公
聴
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
（　

）６
８
２
１

５７

海老澤 藍 梨   　ちゃん （H14.1.9生）
あい り

（大字舟生）

��������	
��

努力・礼儀を忘れない人になってね。

�
溜
塗
り
杉
杢
酒
卓

（
う
る
し
塗
り
）�

木村　利男さん
（大字野上）
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ひと
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